
ほっと大正まちづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『大正地区地域コミュニティ計画』 
 策定時期  平成 22 年 5 月 25 日  支援宣言  平成 22 年 7 月 15 日 

 目   標    

1  ほっと大正まちづくり協議会は、「安全で魅力ある住みよいまちづくり」を推進します 

２ 地域住民の協力・共助の精神を高め、地域の一体化を図り団結力を強固にするとともに、甚大な自然災害の被災

に備えた地域防災力の向上を主眼としています 

 地域の課題  

自治会加入率が大正地区の全世帯数約 2,400 世帯の半数以下である現状と、既存の町内会においても町内会組織の存

続が困難などの理由により町内会解散の動きも発生している 

住民の方々の高齢化などの理由により、近隣住民間の付き合いが疎遠となり、町内会を脱退されるケースが散見される 

町内会組織立上げが困難な理由に「地域とのつながりを持たない・持ちたくない」などが挙げられ深刻な課題となっている   

地域情報や防災活動などの情報が全世帯に浸透できず、地域内の課題への共有化や共助体制が困難な状況が発生 

 主な活動内容 

ほっと大正まちづくり協議会は、地区内の各種団体と協調・連携を図りながら、団体単独では取り組みにくい活動分野に重点的に、

地域のつながりづくりと安全安心を主要なテーマとして活動を展開しています。  

地域のつながりづくりを促進する事業として、運動会・夏まつり・スポーツ交流会・地域コミュニティ促進活動支援・いきいき地域づくり

交流会・総合防災訓練などの事業を地域住民の皆様の協力で、盛り上がりのある事業を連年行ってきましたが、新型コロナウィルスの

感染拡大防止のため中止した事業も令和５年度より感染防止対策を徹底した中で、多くの事業を再開しての実施となりました。 

特に地域と子どもたちのつながりを結び直す活動として夏休み期間中に「地域コミュニティ促進支援事業」により子ども会を中心とした

地域の顔なじみづくりを促す事業を支援すると同時に、地域情報の発信について、次の三点の視点で地域のつながりづくりを目指す活

動を始めました。 

❶ 町内会や各種団体による活動、小学校との連携施策や公民館主催事業を「大正かわら版」に掲載して全世帯に発信する 

❷ 大正地区に伝わる伝承や文化をとりあげて新しく住民となられた方々に伝える 

➌ 町内会に所属していない世帯を含めて地域の情報を全世帯に配布する活動を行なう 

 今後の計画  

ほっと大正まちづくり協議会は、安全安心なまちづくりのため地域のつながりづくりを再構築する必要があると考えています。 

特に町内会に所属しない世帯が半数を超えている現状に対して、まちづくり協議会事業の参加を町内会未組織エリアの方々

を含めてより多くの方々に呼びかけ「地域に顔なじみを作る」活動を展開します。 

また、令和５年度より新しくスタートした農産品の地元生産者の方と地域の方の心と心を結ぶ「大正あおぞら市（軽トラ朝

市）」を令和６年度も実施して、より賑やかな地域コミュニティ交流事業として継続実施していきます。 

併せてまちづくり協議会として例年実施してきた地域防災力向上のため訓練・研修や指導者育成も継続的に実施します。 
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